
「
リ
ン
グ
ワ
・
フ
ラ
ン
カ
」
は
、
イ
タ
リ
ア
語
の

「
フ
ラ
ン
ク
族
の
言
葉
」
で
、
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
エ
ジ

プ
ト
ま
で
の
地
中
海
沿
岸
地
方
（
レ
バ
ン
ト
）
で
使

わ
れ
た
イ
タ
リ
ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
混
成
語
の
事
で
あ
っ

た
。
現
在
で
は
「
国
際
共
通
語
」
と
い
う
意
味
で
使

わ
れ
て
い
る
。
紀
元
前
４
世
紀
に
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
エ

ジ
プ
ト
、
ペ
ル
シ
ャ
ま
で
を
征
服
し
た
ア
レ
キ
サ
ン

ダ
ー
大
王
の
支
配
下
の
国
で
は
ギ
リ
シ
ャ
語
が
リ
ン

グ
ワ
・
フ
ラ
ン
カ
で
あ
り
、
西
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸

か
ら
イ
ギ
リ
ス
、
東
は
中
東
か
ら
エ
ジ
プ
ト
を
支
配

し
た
ロ
ー
マ
帝
国
の
時
代
に
は
、
ラ
テ
ン
語
が
リ
ン

グ
ワ
・
フ
ラ
ン
カ
に
な
っ
た
。
ラ
テ
ン
語
は
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
、
宗
教
改
革
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
リ
ン
グ

ワ
・
フ
ラ
ン
カ
で
あ
っ
た
。
15
世
紀
の
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
エ
ン
リ
ケ
航
海
王
子
に
よ
る
大
航
海
時
代
の
ブ
ラ

ジ
ル
、
ア
フ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
極

東
の
沿
海
部
で
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
リ
ン
グ
ワ
・

フ
ラ
ン
カ
に
な
っ
た
。

太
陽
王
と
言
わ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
14
世
以

降
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
リ
ン
グ
ワ
・
フ

ラ
ン
カ
に
な
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
優
位
は
、
皮

肉
な
こ
と
に
ル
イ
14
世
が
造
っ
た
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿

で
の
１
９
１
９
年
の
第
１
次
世
界
大
戦
講
和
条
約
で

終
わ
っ
た
。
英
米
の
強
い
主
張
に
よ
り
、
英
語
が
フ

ラ
ン
ス
語
と
並
ん
で
条
約
の
正
文
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
現
在
の
国
連
公
用
語
は
英
・
露
・
中
・
仏
・
ア

ラ
ビ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
の
６
カ
国
語
と
決
め
ら
れ
て
い

る
が
、
英
語
が
リ
ン
グ
ワ
・
フ
ラ
ン
カ
で
あ
ろ
う
。

技
術
者
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、
印
刷
機
が
、
ラ

テ
ン
語
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
リ
ン
グ
ワ
・
フ
ラ

ン
カ
の
地
位
を
失
わ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
印
刷
技
術

は
中
国
の
発
明
で
あ
り
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
印

刷
物
は
、
８
世
紀
に
造
ら
れ
た
法
隆
寺
が
保
存
す
る

「
百
万
塔
陀
羅
尼
」
と
言
わ
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

は
15
世
紀
に
伝
わ
り
、
１
４
５
０
年
の
ド
イ
ツ
人
グ

ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
る
聖
書
の
印
刷
が
、
機
械
的
な

印
刷
の
始
ま
り
で
あ
る
。
印
刷
機
に
よ
る
書
物
の
数

は
急
速
に
増
え
、
15
世
紀
末
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
口

の
20
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
２
０
０
０
万
冊
に
な

っ
た
と
い
う
。
ド
イ
ツ
語
で
の
最
初
の
出
版
は
、
１

５
１
７
年
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
が
ラ
テ
ン
語
か

ら
翻
訳
し
た
聖
書
で
あ
る
。
ル
タ
ー
の
聖
書
に
よ
っ

て
、
多
く
の
人
が
聖
書
を
ド
イ
ツ
語
で
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ル
タ
ー
は
精
力
的
に
ド
イ

ツ
語
で
の
出
版
を
行
い
、
彼
の
説
く
言
葉
は
、
印
刷

技
術
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
急
速
に
拡
が
り
宗

教
改
革
の
原
動
力
と
な
る
。
当
時
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
と
学
者
の
世
界
で
の
リ
ン
グ
ワ
・
フ
ラ
ン
カ
は
ラ

テ
ン
語
で
あ
っ
た
が
、
学
者
達
の
母
国
語
で
の
出
版

が
始
ま
り
、
多
く
の
国
の
教
養
人
達
が
、
ラ
テ
ン
語

を
介
さ
ず
と
も
知
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
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世
界
史
に
お
け
る

「
国
際
共
通
語
」の
変
遷

印
刷
機
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
に

与
え
た
影
響



う
に
な
っ
た
。

現
在
の
リ
ン
グ
ワ
・
フ
ラ
ン
カ
で
あ
る
英
語
を
作

っ
た
の
も
印
刷
機
と
言
え
よ
う
。
英
国
で
印
刷
を
始

め
た
の
は
、ウ
イ
リ
ア
ム
・
カ
ッ
ク
ス
ト
ン
で
あ
る
。

私
は
、
ロ
ン
ド
ン
へ
出
張
し
た
さ
い
、
ウ
エ
ス
ト
ミ

ン
ス
タ
ー
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ヤ
ー
ド
の
裏
手
、
カ

ッ
ク
ス
ト
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
あ
る
客
の
事
務
所
へ
よ

く
行
っ
た
が
、
そ
こ
で
カ
ッ
ク
ス
ト
ン
が
、
英
国
人

が
誇
り
と
す
る
人
物
の
名
前
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
。
カ
ッ
ク
ス
ト
ン
は
ベ
ル
ギ
ー
で
印
刷
機
に
出
会

い
、
ド
イ
ツ
に
出
か
け
て
印
刷
技
術
を
習
得
し
、
英

国
に
印
刷
機
を
持
ち
帰
っ
て
、
１
４
７
５
年
に
ウ
エ

ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
で
出
版
事
業
を
始
め
た
。
当
時
の

英
国
は
、
宮
廷
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
使
わ
れ
、
教
会

や
学
者
は
ラ
テ
ン
語
を
用
い
、
民
衆
は
地
方
ご
と
に

異
な
る
方
言
を
喋
っ
た
。
カ
ッ
ク
ス
ト
ン
は
民
衆
の

言
葉
に
こ
だ
わ
り
、
自
ら
翻
訳
、
校
訂
、
出
版
を
行

っ
た
。
最
初
の
本
格
的
出
版
は
、
ロ
ン
ド
ン
周
辺
の

方
言
を
使
っ
た
チ
ョ
ー
サ
ー
の
「
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
物

語
」
で
あ
る
。
大
量
印
刷
技
術
の
威
力
は
絶
大
で
、

カ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
選
ん
だ
言
葉
が
標
準
英
語
に
成
長

し
て
い
っ
た
。
彼
が
英
語
方
言
で
の
出
版
に
こ
だ
わ

っ
た
の
は
、
ラ
テ
ン
語
書
籍
の
出
版
で
は
、
欧
州
大

陸
の
大
手
出
版
業
者
と
競
合
で
き
な
い
と
い
う
商
売

上
の
判
断
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
カ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
商

才
が
な
け
れ
ば
、
現
在
の
英
語
は
ど
の
よ
う
な
も
の

植
民
地
の
住
民
が
話
す
ピ
ジ
ン
の
習
得
程
度
に
と
ど

ま
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
外
国
語
習
得
は
短
期
集
中
型

教
育
、
住
込
み
外
人
家
庭
教
師
、
外
国
へ
の
短
期
留

学
が
世
界
の
常
識
で
あ
る
。
私
も
、
大
学
１
年
生
で

受
け
た
厳
し
い
ド
イ
ツ
語
教
育
が
、
ト
ー
マ
ス
・
マ

ン
の
小
説
や
、
ド
イ
ツ
語
技
術
論
文
を
読
み
、
ド
イ

ツ
人
と
の
会
話
を
可
能
に
さ
せ
た
体
験
を
持
つ
。
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
へ
の
理
想
的
な
路
は
、
小
学
校
か
ら
日

本
文
化
と
日
本
語
に
よ
る
表
現
を
学
び
、
で
き
る
だ

け
幼
い
時
に
、
日
本
語
と
印
欧
語
の
発
音
の
違
い
を

体
得
し
、
そ
し
て
、
必
要
な
時
期
に
な
っ
て
か
ら
短

期
集
中
的
な
外
国
語
教
育
を
行
う
こ
と
と
思
っ
て
い

る
。
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技術者からの視点

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
ち
な

み
に
、
ラ
テ
ン
語
で
出
版
さ
れ
た
最
後
の
学
術
書
は

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
「
プ
リ
ン
キ
ピ
ア
（
諸
原
理
）」（
１

６
８
７
年
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
日
本
語
は
国
際
語
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位

置
を
占
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
の
人
口
は
ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
よ
り
も
多
い
が
、
そ
の
言
語
を
母
語

（
第
１
言
語
）
あ
る
い
は
第
２
言
語
と
し
て
使
う
人

口
で
は
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
追
い
越
さ
れ

て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
は
、
英
語
で
始

ま
り
、
現
在
で
は
英
語
以
外
の
言
葉
が
過
半
数
に
な

り
そ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
政
治
、
経
済
、
学
術
の

場
で
は
、
英
語
が
リ
ン
グ
ワ
・
フ
ラ
ン
カ
の
地
位
を

占
め
て
い
る
。
日
本
語
の
比
率
は
少
な
く
な
る
一
方

で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
英
語
を
含
む
２
カ
国

語
を
自
由
に
話
す
人
（
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
）
が
多
く
、

日
本
人
も
国
際
的
な
場
で
は
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
が
必
要

だ
。
当
然
の
こ
と
だ
が
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
は
母
国
語

を
熟
知
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

文
部
科
学
省
は
小
学
校
５
、
６
年
で
の
外
国
語
学

習
に
つ
い
て
「
音
声
を
中
心
に
外
国
語
に
慣
れ
親
し

ま
せ
る
活
動
を
通
じ
て
、
言
語
や
文
化
に
つ
い
て
体

験
的
に
理
解
を
深
め
る
」
と
謳
っ
て
い
る
。
欧
米
の

旧
植
民
地
に
お
け
る
第
２
言
語
教
育
の
よ
う
に
、
第

２
言
語
以
外
を
使
わ
せ
な
い
よ
う
な
教
育
は
で
き
な

い
の
で
、
長
い
時
間
を
費
や
し
た
外
国
語
学
習
が
、

外
国
語
習
得
は
短
期
集
中
型

が
効
果
的

大
量
印
刷
技
術
の
威
力
で

標
準
英
語
が
浸
透
し
た

Ｐ
２３
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
解
答
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